
 

第 34回港区民世論調査報告書 概要版 

 

 

 

この冊子は、令和5年 12月に実施した「第34回港区民世論調査」の結果の概要版です。ご協

力いただきました区民の皆様に心から感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 図表中の「ｎ」は、その設問の回答者数を表しています。 

※ 回答率は百分率で算出し、小数第２位を四捨五入しているため、合計が 100％にならない場合があります。 

※ 複数回答の設問では、回答率の合計が 100％を超える場合があります。 

※この冊子は英語版も発行しております。港区ホームページをご覧いただくか、03-3578-2111（区役所代表）へ送

付希望の旨ご連絡ください。 

 

港  区  

ミ ナ ト        オ ピ ニ オ ン 

【調査の概要】 

■調査設計等 

【調 査 対 象】港区在住の満 18歳以上の男女個人（外国人を含む） 

【標 本 数】2,000人 

【抽 出 方 法】住民基本台帳からの層化無作為抽出 

【調 査 方 法】郵送配布・郵送又はインターネットによる回収 

【調 査 期 間】令和 5年 12月 1日（金）～12月 20日（水） 

【有効回収数】770人 

【有効回収率】38.5％ 

 

■調査項目 

１ 定住意向 

２ 区政全般 

３ 区基本計画 

４ 港区へ訪れる観光客について 

５ 地球温暖化対策 

６ 生物多様性 

７ 災害対策 

 

８ 防災用品等の備蓄 

９ 男女平等 

10 平和 
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1 定住意向 

これからも港区に住み続けたいと思うか聞いたところ、「ずっと住み続けていたい」（50.3％）が５

割で最も多く、これに「当分は住んでいたい」（34.9％）を合わせた『定住意向』（85.2％）は８割半ば

となっています。一方、「しばらくは住むつもりだが将来は区外に転居したい」（8.7％）と「近いうちに

区外に転居したいが、具体的な計画はない」（1.9％）と「近いうちに区外に転居する予定である」

(1.3％)を合わせた『転出意向』（11.9％）は１割を超えています。（図１） 

 

図１   

 

 

2 区政全般 

港区政に関心があるか聞いたところ、「まあ関心がある」（45.1％）が４割半ばで最も多く、これに

「関心がある」（28.7％）を合わせた『関心がある』（73.8％）は７割を超えています。 

一方、「あまり関心がない」（20.6％）と「関心がない」（1.8％）を合わせた『関心がない』（22.4％）

は２割を超えています。（図２） 

 

図２ 

 

  

50.3% 34.9% 8.7% 

1.9% 1.3% 2.2% 

0.6% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ずっと住み続けていたい

当分は住んでいたい

しばらくは住むつもりだが将来は区外に転居したい

近いうちに区外に転居したいが、具体的な計画はない

近いうちに区外に転居する予定である

わからない

無回答

当分は住んでいたい

しばらくは住むつもりだが将来は区外に転居したい

近いうちに区外に転居したいが、具体的な計画はない

近いうちに区外に転居する予定である

わからない

無回答

28.7% 45.1% 20.6% 

1.8% 3.0% 

0.8% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

関心がある まあ関心がある あまり関心がない 関心がない わからない 無回答

関心がある（73.8％）

定住意向（85.2％） 転出意向（11.9％） 

関心がない（22.4％） 

n=770（単一回答） 

n=770（単一回答） 

ずっと住み続けていたい 

関心がある まあ関心がある あまり関心がない 関心がない わからない 無回答 
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区の行政サービスや手続きの方法を知りたいとき、どのように情報を入手するか聞いたところ、「パ

ソコンやタブレット等で区公式ホームページ（日本語・英語・中国語・ハングル）を見る」（59.6％）が６割

で最も多く、次いで「スマートフォンや携帯電話で港区公式ホームページ（日本語・英語・中国語・ハング

ル）を見る」（56.4％）、「総合支所に行く」（32.2％）、「区役所・総合支所に電話をかける」（25.5％）、

「広報紙「広報みなと」・「ミナトマンスリー（英字広報紙）」を見る」（22.6％）と続いています。（図３） 

 

図３ 

 
 

59.6%

56.4%

32.2%

25.5%

22.6%

20.3%

10.1%

7.4%

4.5%

4.3%

3.6%

0.6%

0.9%

0.8%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

n=770（複数回答可） 

パソコンやタブレット等で港区ホームページ（日本語・英語・
中国語・ハングル）を見る 

スマートフォンや携帯電話で港区ホームページ（日本語・英
語・中国語・ハングル）を見る 

総合支所に行く 

区役所・総合支所に電話をかける 

広報紙｢広報みなと｣・｢ミナトマンスリー（英字広報紙）｣
を見る 

区役所に行く 

家族・知人・町会・自治会等に聞く 

港区の SNS（Ｘ（旧 Twitter）、LINE 、Facebook 、YouTube 
チャンネル）を見る 

「暮らしのガイド（日本語版・英語版・中国語版・ハング
ル版）」を見る 

みなとコール（コールセンター）に電話をかける 

総合支所の地域情報誌を見る 

その他 

特にない 

広報番組（｢ケーブルテレビ｣又は｢港区ホームページから視
聴｣）を見る 

無回答 
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3 区基本計画 

令和２（2020）年度に策定した「港区基本計画（令和３(2021)年度～令和８(2026)年度）」につ

いて知っているか聞いたところ、「知っている」（13.8％）は１割を超え、「知らない」（85.7％）が８割

半ばとなっています。（図４） 

 

図４ 

 

 

区の施策を全体的に評価した場合の満足度を聞いたところ、「やや満足」（53.8％）が５割を超えて

最も多く、これに「満足」（13.0％）を合わせた『満足』（66.8％）は７割近くになっています。 

一方、「やや不満」（8.1％）と「不満」（1.7％）を合わせた『不満』（9.8％）は１割となっています。（図5） 

 

図 5 

 

（図５） 

  

13.8% 85.7% 0.5% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている 知らない 無回答

13.0% 53.8% 8.1% 

1.7% 

20.8% 

2.7% 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

満足（66.8％） 不満（9.8％）

n=770（単一回答） 

n=770（単一回答） 

知っている 知らない 無回答 

満足 やや満足 わからない やや不満 不満 無回答 
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区の取組分野における現状の区への評価（満足度）と、今後の取組の重要度についての考えに近い

ものを選んでいただいたところ、満足度の高いものは、「街並み景観の向上」（68.9％）、「公園・緑・水

辺の整備」（68.3％）、「居住環境の向上」（63.5％）となっています。次いで、「ごみ問題・資源循環」

（60.9％）、「道路・交通対策」（51.0％）、「防犯・生活安全対策」（50.3％）、「地震等の災害対策、地域

防災力の向上」（45.9％）の順となっており、満足度が低いものは「生活困窮者の支援」（16.5％）、

「男女共同参画社会の推進」（18.5％）となっています。 

今後の取組の重要度の高いものは、「居住環境の向上」（86.5％）、「防犯・生活安全対策」

（85.9％）、「道路・交通対策」（85.6％）、「ごみ問題・資源循環」（85.1％）、「公園・緑・水辺の整備」

（84.3％）、「地震等の災害対策、地域防災力の向上」（84.2％）、「街並み景観の向上」（83.5％）の順

となっています。（図６） 

 

図 6 
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100%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

満
足
度

重要度

1 63.5% 86.5% 9 45.8% 74.1% 17 24.4% 60.4%

2 68.9% 83.5% 10 28.5% 54.6% 18 30.2% 56.3%

3 51.0% 85.6% 11 38.2% 58.2% 19 29.6% 68.3%

4 68.3% 84.3% 12 36.6% 57.2% 20 23.5% 63.7%

5 45.9% 84.2% 13 27.2% 61.8% 21 16.5% 53.4%

6 50.3% 85.9% 14 32.1% 50.3% 22 39.3% 71.0%

7 60.9% 85.1% 15 37.2% 69.2% 23 18.5% 50.2%

8 30.1% 72.6% 16 34.0% 71.7% 24 30.0% 67.6%

n=770（複数回答可） 

街並み景観の向上 

満足 重要 満足 重要 満足 重要 

居住環境の向上 

道路・交通対策 

公園・緑・水辺の整備 

地震等の災害対策、

地域防災力の向上 

ごみ問題・資源循環 

環境保全・地球温暖

化対策 

たばこ対策 

地域コミュニティの形成 

国際化・国際交流 

文化芸術の振興 

中小企業支援・商店街振興 

観光振興 

子育て支援の充実 

学校教育の充実 

興 

生涯学習の推進 

スポーツ振興 

高齢者福祉の充実 

障害者福祉の充実 

生活困窮者の支援 

健康づくり 

男女共同参画社会の推進 

デジタル化の推進 

防犯・生活安全対策 
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4 港区へ訪れる観光客について 

港区にもっと多くの観光客が来てほしいと思うか聞いたところ、「もっと来てほしい」（11.2％）と

「もう少し来てほしい」（9.6％）を合わせた『来てほしい』（20.8％）約２割となっています。一方、「もう

少し減ってほしい」（10.6％）と「来てほしくない」（5.6％）とを合わせた『来てほしくない』（16.2％）

が１割半ばとなっています。最も多いのは「このままでいい・どちらとも言えない」（62.1％）が 6 割を

超えています。（図 7） 

 

図 7 

 
観光客が港区にもたらす影響についてあてはまるものを選んでいただいたところ、「観光客のマナ

ー違反（民泊等における騒音等の迷惑行為、ごみのポイ捨て、路上飲酒など）によって、住民が迷惑す

る」（59.9％）が６割となっています。次に、「観光客が買い物、宿泊することで港区の経済が活性化す

る」（55.7％）が５割半ばとなっています。（図 8） 

 

図 8 

 

11.2% 9.6% 10.6% 

5.6% 

62.1% 

0.9% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

もっと来てほしい もう少し来てほしい もう少し減ってほしい

来てほしくない このままでいい・どちらとも言えない 無回答

来てほしい（20.8％） 来てほしくない（16.2％）

来てほしくない

もう少し来てほしい

このままでいい・どちらとも言えない

もう少し減ってほしい

無回答

59.9% 

55.7% 

43.8% 

38.7% 

31.8% 

13.9% 

4.2% 

0.9% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

観光客のマナー違反（民泊等における騒音等の迷
惑行為、ごみのポイ捨て、路上飲酒など）によっ
て、住民が迷惑する

観光客が買い物、宿泊することで港区の経済が活
性化する

一部の観光地やその周辺地域、バス・地下鉄など
の公共交通機関等に混雑が発生する

港区の観光地や歴史的文化など国内外への発信と、
その維持・継承につながる

港区を訪れる人が増えることで、まちがにぎわう

港区を訪れる人が増えることで、地域への誇りと愛
着（シビックプライドの醸成）が高まる

その他

無回答

n=770（複数回答可） 

 

n=770（単一回答） 

もっと来てほしい 
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5 地球温暖化対策 

日常生活の中でどのくらい省エネルギーを意識した行動を実行しているかについて聞いたところ、

「時々実行している」（53.4％）が５割を超え最も多く、これに「いつも実行している」（24.3％）合わせ

た『実行している』（77.7％）は８割近くとなっています。一方、「あまり実行していない」（14.8％）と

「全く実行していない」（1.9％）を合わせた『実行していない』（16.7％）は２割近くとなっています。

（図 9） 

 

図 9 

 
 

日常生活の中で省エネルギーを意識した行動を実行していると回答した方に、日常生活の中で実行

している省エネルギー行動についてあてはまるものを聞いたところ、「テレビを見ないときは消す」

（58.8％）が６割近くと最も多く、「シャワーを不必要に流したままにしない」（55.7％）が５割半ばと

なっています。次に「白熱電球を電球型 LEDランプに交換する」（48.8％）、「温水洗浄便座のふたを

使用後に閉める（44.8％）」となっています。（図 10） 

 

図 10 

 

24.3% 53.4% 14.8% 1.9% 

5.6% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いつも実行している 時々実行している あまり実行していない 全く実行していない 無回答

58.8% 

55.7% 

48.8% 

44.8% 

43.1% 

38.8% 

36.2% 

35.7% 

31.9% 

29.7% 

29.5% 

23.4% 

21.0% 

18.4% 

13.9% 

3.5% 

0.3% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

テレビを見ないときは消す

シャワーを不必要に流したままにしない

白熱電球を電球型LEDランプに交換する

温水洗浄便座のふたを使用後に閉める

夏は室温２８度を目安にエアコンを使用する

パソコンを使わないときは電源を切る

便座暖房の温度を低めに設定する

冷蔵庫にものを詰め込み過ぎない

壁から適切な間隔を空けて冷蔵庫を設置している

冬は室温２０度を目安にエアコンを使用する

長時間使わない機器はコンセントからプラグを抜
く
冷蔵庫の設定温度を控えめに設定する

電気ポットを長時間使用しないときはプラグを抜く

エアコンのフィルターを月に１～２回清掃する

電気カーペットを低めの温度設定で使用する

その他

無回答

実行している（77.7％） 実行していない（16.7％） 
n=770（単一回答） 

 

n=598（複数回答可） 
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「気候変動の影響への適応」について、どのくらい知っていたか聞いたところ、「大体知っていた」

（43.4％）が４割超えて最も多く、これに「内容まで知っていた」（7.3％）と合わせた『知っていた』

（50.7％）は約５割となっています。一方、「あまり知らなかった」（38.1％）と「全く知らなかった」

（8.2％）を合わせた『知らなかった』（46.3％）は４割半ばとなっています。(図 11) 

 

図 11 

 

 

 

気候変動の影響への適応の対策で知っているものがありますかと聞いたところ、「まちなかの暑さ

対策（緑化、日陰の創出など）」（39.2％）が約４割で最も多く、ついで「都市型水害への対策（雨水の浸

透促進、地下空間の浸水対策など）」（36.9％）、「健康対策（熱中症予防、感染症予防など）」

（35.8％）となっています。(図 12) 

 

図 12 

 

7.3% 43.4% 38.1% 8.2% 

3.1% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

内容まで知っていた 大体知っていた あまり知らなかった 全く知らなかった 無回答

39.2% 

36.9% 

35.8% 

19.0% 

18.6% 

1.0% 

0.4% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

まちなかの暑さ対策（緑化、日陰の創出など）

都市型水害への対策（雨水の浸透促進、地下空間
の浸水対策など）

健康対策（熱中症予防、感染症予防など）

水環境・水資源に関する対策（濁水対策や節水機
器の普及など）

生態系の保全に関する対策（地域に生息する生物
のモニタリング、生息環境の保全など）

その他

無回答

n=770（単一回答） 

 

知っていた（50.7％） 知らなかった（46.3％） 

n=770（複数回答可） 
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6 生物多様性 

「生物多様性」という言葉を知っているか聞いたところ、「意味を知っていた」（46.8％）が５割近く

と最も多く、「聞いたことはあるが意味は知らなかった」（32.9％）が３割を超えています。（図 13） 

 

図 13 

 

 

「生物多様性を守り、はぐくむことは大切である」ということについてどのように思っているか聞い

たところ、「大変そう思う」(41.8%)が４割を超え最も多く、「ややそう思う」（37.8％）が４割近くとな

っています。（図 14） 

 

図 14 

 

  

46.8% 32.9% 19.1% 1.3% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

意味を知っていた 聞いたことはあるが意味を知らなかった 聞いたことがなかった 無回答

41.8% 37.8% 

3.4% 

0.3% 
14.5% 2.2% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大変そう思う ややそう思う あまりそう思わない 全くそうはそうは思わない わからない 無回答

n=770（単一回答） 

 

n=770（単一回答） 
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7 災害対策 

震災時に自宅でケガをしないために、自宅でどのような対策を行っているか聞いたところ、「家具の

配置を工夫している」（25.5％）、「器具で家具を固定している」（25.1％）となっています。（図 15） 

 

図 15 

 

 

8 防災用品等の備蓄 

災害時に在宅避難等をする際の用意として、何日分の備蓄をしているか聞いたところ、「１～３日分」

（51.6％）が５割を超えて最も多くなっています。（図 16） 

 

図 16 

 
  

13.6% 

7.0% 

12.9% 

16.0% 

25.1% 

25.5% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

家具の配置を工夫している

器具で家具を固定している

行っていない

できるだけ家具を置かないようにしている

家具が収納式又は据付けとなっている

無回答

2.5% 

11.2% 

17.4% 

17.4% 

51.6% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

１～３日分

４～６日分

備蓄していない

７日分以上

n=770（単一回答） 

 

n=770（単一回答） 
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備蓄していない理由を聞いたところ、「保管する場所がない」（53.1％）が５割を超えています。（図

17） 

 

図 17 

 

 

どのような防災訓練に参加しているか聞いたところ、「参加していない」（44.4％）が４割半ばとな

っています。（図 18） 

 

図 18 

 

  

11.6% 

7.4% 

7.5% 

8.6% 

11.1% 

15.6% 

16.4% 

17.7% 

53.1% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

保管する場所がない

今準備している備蓄量で十分と思うため

何を準備すればよいか分からない

面倒だから

費用がかかるから

発災しても購入できると思うため

行政が準備していると思うため

その他

無回答

2.1% 

1.8% 

2.2% 

6.9% 

15.5% 

36.2% 

44.4% 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

参加していない

勤務先の事業者・施設、通学先の学校等で行う防災

訓練

行政が行う防災訓練（港区総合防災訓練等）

実施している機関が分からないが参加している

地域防災協議会、町会・自治会が行う防災訓練

その他

無回答

n=665（複数回答可） 

 

n=770（複数回答可） 
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参加していない理由をきいたところ「訓練があることを知らなかった」（51.8％）が５割を超えてい

ます。（図 19） 

 

図 19 

 

 

防災に関する情報（予防、緊急）をどのように入手しているか聞いたところ、「テレビ」（73.6％）が７

割を超えています。（図 20） 

 

図 20 

  

0.9% 

9.9% 

2.9% 

5.3% 

16.4% 

23.1% 

51.8% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

訓練があることを知らなかった

参加する意思はあったが、都合により参加できなか

った

訓練に時間がかかり、参加しようと思えないから

訓練の内容は十分知っていて、改めて参加する必要

はないと思うから

訓練に参加しても意味がないと思うから

その他

無回答

1.4% 

8.6% 

1.6% 

3.6% 

4.4% 

5.6% 

7.5% 

9.7% 

15.8% 

16.0% 

19.6% 

20.3% 

28.6% 

35.5% 

73.6% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

テレビ

防災マップ

港区ホームページ

ラジオ

港区の広報誌

港区以外のホームページ

新聞

港区のLINE

回覧板・掲示板

港区のX( 旧Twitter)

本・雑誌

特にない

わからない

その他

無回答

n=342（複数回答可） 

 

n=770（複数回答可） 
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9 男女平等 

「港区男女平等参画条例」について、見たり聞いたりしたことがあるか聞いたところ、「内容を知って

いる」（13.5％）は１割を超えています。一方、「聞いたことがあるが、知らない」（41.3％）と「知らない」

（43.8％）を合わせた『知らない』（85.1％）は８割半ばになっています。（図 21） 

 

図 21 

 

「港区男女平等参画行動計画」について、見たり聞いたりしたことがあるか聞いたところ、「内容を知

っている」（8.6％）は１割近くとなっています。一方、「聞いたことがあるが、知らない」（36.4％）と「知

らない」（54.0％）を合わせた『知らない』（90.4％）は９割になっています。（図 22） 

 

図 22 

 

 

  

13.5% 41.3% 43.8% 1.4% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知らない（85.1％）

内容を知っている 聞いたことがあるが、知らない 知らない 無回答

8.6% 36.4% 54.0% 1.0% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知らない（90.4％）

内容を知っている 聞いたことがあるが、知らない 知らない 無回答

n=770（単一回答） 

 

n=770（単一回答） 
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10 平和 

核兵器廃絶や世界の恒久平和を願い、昭和６０年８月１５日に「港区平和都市宣言」を行ったことに

ついて内容を知っているか聞いたところ、「知っていて、内容を読んだことがある」（5.6％）と「知って

いるが、内容を読んだことはない」（23.1％）を合わせた『知っている』（28.7％）は３割近くになって

います。一方、「知らないが、内容を読んでみたい」（51.6％）が５割を超え一番多く、「知らないし、内

容を読んでみたいとも思わない」（18.7％）を合わせた『知らない』（70.3％）は７割になっています。

（図 23） 

 

図 23 

 

 

平成１７年に区立芝公園に「平和の灯（広島県広島市）」、「ナガサキ誓いの火（長崎県長崎市）」及び

「平和の火（福岡県八女市）」の火を合わせた「平和の灯（ひ）」を設置したことを知っているかと聞いた

ところ「知っている（実際に見たことがある）」（16.0％）と「知っているが、見たことはない」（9.4％）を

合わせた『知っている』（25.4％）は２割半ばになっています。一方、「知らないが、見てみたい」

（55.8％）が５割半ばと一番多く、「知らないし、見たいとも思わない」（17.5％）を合わせた『知らない』

（73.3％）は７割超えています。（図 24） 

 

図 24 

 

5.6% 23.1% 51.6% 18.7% 1.0% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知らない（70.3％）知っている（28.7％）

知っていて、内容を読んだことがある 知っているが、内容を読んだことはない

知らないが、内容を読んでみたい 知らないし、内容を読んでみたいとも思わない

無回答

16.0% 9.4% 55.8% 17.5% 1.3% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知らない（73.3％）知っている（25.4％）

知っている（実際に見たことがある） 知っているが、見たことはない

知らないが、見てみたい 知らないし、見たいとも思わない

無回答

n=770（複数回答可） 

n=770（複数回答可） 
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